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１ .研究概要  
ボイスチェンジャーとは名前のとおり声を

変える機械である。つまみを回し周波数を

変化させて男の人の声を女の人の声にする

ことや女の人の声を男の人の声に変換したり

出来る。 
図２ B 級プッシュプル増幅  

 
２ .研究の具体的内容  
この基盤（図１）に使われている部品

(MSM6722)は音声信号を実時間に上下 1 オ

クターブの範囲で音程変換するものである。  
マイクアンプやローパスフィルタが内蔵され

ているため、周辺にマイク、スピーカアンプ

そしてスピーカを接続するだけで、簡単に音

程変換システムを構成することができるもの

である。  

 参考資料１ 回路  
 

 図１ 音程変換システム  
Bread board でアンプの作成もし、増幅器

の仕組みもわかった。入力から入ってきた音

は 2SC1815 のエミッタ接地回路で電圧増幅

される。（図２）その後 2SC3421 と 2SA1358
のプッシュプル・エミッタ・フォロワで電流

増幅され、  8[Ω ]のスピーカから聞こえてく

るという仕組みである。  

 
図３ 全体の構造図  

 
 

 



これが完成したものである。（図３）まずマイ

クから声を入力し、図１で説明した基盤で音

声信号を音程変換するものである。その信号

を図２のアンプの回路を通して増幅してスピ

カへ出力している。  
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.研究のまとめ  
私達はこの課題研究という授業で、ものづ

くりの大変さ、重要性、思い通りに進まない

苦労ということを学ぶことができました。  
最初はボイスチェンジャーの知識はまったく

なかったので苦労しました。ボイスチェンジ

ャーの知識や仕組みを調べるのにまず、ラジ

カセを使用して声を変換させました。そして

完成品を作っていきました。アンプの作成も

しなくてはいけなかったのですが、いままで

作ったことがなくまったく構造が分からなか

ったのでインターネ

理解しました。  
アンプ作成にあたって、Bread board に配

線していきました。Bread board は今まで配

線してきた、基盤と使い方が違い失敗して思

っていたより時間がか

きませんでした。  
この課題研究での大変さは、基盤に使われ

ている部品の性質を理解していないといけな

いのでそれを調べ、

が大変でした。  
ものづくりでの重要性は、自分が納得のい

くまで妥協せずこだわりをもって望むことだ

と思いました。そして、試作品を作り出すま

でに思った以上に時間がかかってしまい、予

定より大幅に遅れてしまい予定通りに

かったという点でも苦労しました。  
完成度は低かったですが、少ない時間の中で

先生方に助言をもらいながら無事に私

力で完成させることが出来ました。  
この経験は社会人として生きていくうえ

非常によい経験となったと思います。  
そして、無事に完成できたことはこれから社

会に出て働いていく上でも自信に繋がりまし

た。社会人になっても妥協せず納得

事
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